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1_斎川小学校の校旗が校長と卒業生代表から教育委員会高
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委員長（右）に手渡され、最後は山田市長
へ返納された　2_在校生や教職員などによる寄せ書きが会場となった体育館後方に掲げられた
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▲校舎正面玄関前には略史が刻まれた記念碑を建立
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３
月
25
日
、
斎
川
小
学
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記
念
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。

問地籍調査室　☎22-1257

地籍調査を進めています！
地籍とは、一筆ごとの土地に関する記録です

　地籍調査とは、土地の所有者や地番・地目の調査、境界や地積に関する測量を行い、その結果
を地図および簿冊にするものです。現在登記所に備え付けられている地図の約半分は、明治時代
に作られた地図（公図）をもとにしたもので、土地の境界が不明確であったり、測量も不正確で
あったりする場合があります。
　現在行っている地籍調査の成果によって不動産登記の精度が高まり、その後の土地取引の円滑
化や行政の効率化に役立つことが期待されます。

計画的に調査を実施しています
　当市では、昭和55年度に小原地区から調査
を始め、平成29年度までに約98％（面積比）
の調査を終えました。
　現在は第６次10カ年計画により事業を進め
ており、平成33年度の完了（現地調査）を目
指しています。
　今後は市内中心部へと調査を進めていきます。

平成30年度は次の地区の調査を実施します
新館町、田町一・二・三丁目、字北無双作、字
白石沖、字銚子ケ森、東町一・二・三・四・五・
六丁目、南町二丁目ほか
※ 区画整理や土地改良等により既に他の事業

で、地籍が明確になっている地区は除きます。

地籍調査の成果が交付できます
　地籍調査が終了し、登記が完了した地区につ
いては、次の図面の交付ができます。
・集成図（１枚につき1,000円）
・集成図以外の図面など（１枚につき300円）

基準点の管理・保全に努めています
　都市部の地籍調査を推進するための基準点な
どを整備する測量事業で、国が設置し、市に移
管された基準点の使用には手続きが必要です。
　また、地籍調査で設置した基準点の保護にご
協力ください。

イラスト出典：国土交通省地籍調査Webサイト

地籍調査の進め方（３年間）

■住民への説明会（１年目）
　土地所有者への説明会を
開催します。

■一筆地調査（１年目）
　一筆ごとの土地につい
て、土地所有者等の立会な
どにより、所有者、地番、
境界などを確認します。

■地籍測量（１年目）
　地球上の座標値と結びつ
けた、一筆ごとの正確な測
量を行います。

■成果の閲覧・確認（２年目）
　地籍簿と地籍図の案を閲
覧にかけ、誤りなどを訂正
する機会を設けます。

■登記所への送付（３年目）
　登記所では、登記簿が書
き改められ、地籍図が備え
付けられます。
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